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～ならは町で、ならは町の人とつながりたい～
一般社団法人ならはみらい 西﨑 芽衣さん

必要な仕事を多岐にわたって

ならはに居たい！

活動についてお話する西﨑さん

■現在の活動
大学卒業後の平成29年４月に、まちづくり会社「ならはみらい」に戻ってきました。

以前休学した際にもお世話になった会社です。当法人の生活再建コールセンターで、ハ
ウスクリーニングや空き家・空き地バンクの相談受付、制度の案内や窓口の紹介など、
住民の方のお困り事対応をしています。
また、町内の各団体が集まる活性化協議会の事務局もしています。団体間の連携を強

めることで、町の活性化を促す取り組みをしています。最近は会社のホームページや季
刊誌の作成などの広報活動も担当し始めました。

■活動のきっかけ
大学の授業をきっかけに、福島でボランティアをする団体を平成24年9月に立ち上げまし

た。いわき市に避難していたいくつかの町村を対象にしていましたが、それぞれ状況が異な
ることから、途中で楢葉の方に限定し、足湯を使った傾聴活動をおこないました。
長期化する避難生活の中で、顔や名前がわかる関係でお話を聞こうと決めたことが理由です。
平成27年、大学４年生になる時に楢葉町の避難指示の解除予定を知り「大切な時期だ。楢
葉に居よう」と決め、１年間休学してならはみらいで仕事をさせてもらいました。この頃は
「とりあえず１年」と決めてがむしゃらに活動しました。

１年後に復学し、一般企業で経験を積んで楢葉町に来ようと就活をして、東京の企業から
内定をいただきました。しかし休学の1年間を振り返ると、震災という大きな困難を経験した
からこそ、丁寧に暮らす楢葉で過ごしたいと思いました。ずっと楢葉と関わり続けたいと思う
中で、復興が進む「今」は取り戻せない！と両親を必死で説得し、内定を辞退しました。大変
でした。実はその時には楢葉に戻ること以外、何も決めていなかったので、仕事としてもまち
づくりに関わることができる、ならはみらいで働くことができて良かったです。

西﨑さんはならはみらいの業務以外でも活躍中。
「人の想い」に注目し、町民・学生・移住者で
つくるフリーペーパーの「ならはかわら版」。
復興庁「心の復興事業」助成で実施しています。

http://narahamirai.sakura.ne.jp


ならはの魅力は「人」
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■活動を通じての想い
生活再建に加え、自発的な活動を始めた町民の方が多いと感じます。ただ、活動を

しようと思っても人が少ないという声はよく聞くので、町民のみなさんといろんな意
見を出し合い、町を作っていきたいです。

私が思う楢葉町の魅力は「人」です。震災・津波・原発事故・そして全町避難とい
う状況から、一歩一歩進む楢葉のみなさんには相当なエネルギー・覚悟があります。
「この人すごいですよね？かっこいいですよね！？」と紹介したい人がいっぱいです。

ならは応援団。イベントの運営補助や花植えなど、
楢葉町を盛り上げる活動をしています。

■これからの活動について
楢葉との縁を切るつもりはありません。いろんな人と意見を出し合い、関わる人

が楽しく暮らせるようなまちづくりをしていきたいです。

また、外から人に入ってきてもらう工夫として、２回目以降も継続することが重
要だと考えています。ならはみらいでは、一度来ていただいた方にはできる限り
「ならは応援団」に入ってもらい、加入者には定期的に情報を送っています。ボラ
ンティア活動に継続して参加してくだっている方もいます。今後は近隣の市町村と
も連携をしていきたいです。

現在、町や町民の活動を支えている国の復興予算はいつまでも続くものではない
ので、自立を考えていかないといけませんが、まだ将来像が見えず不安に思ってい
る方もたくさんいます。ただ、楢葉は全町避難を経験した中でも早めに指示解除が
あったところなので、いい例も悪い例も、他の市町村にきちんと示していきたいと
思います。

楢葉町の「人」ついてお話する際に目が輝いていて、
本当に楢葉町が好きな様子が伝わってきました。

ずっと「ならは」と関わっていたい
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